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NCR2018と RDA（Toolkitベータ版に対応）による語彙の RDF 定義に対して、①概念モデル

を適用した段階に対応する定義、②属性および関連のエレメントの「記録の方法」の指示に依

拠した定義、③関連のエレメントを再構成した定義、④上記以外の構造表現力を導入した定義

という、4層からなる理解と評価を目的にした枠組みを提示し検討した。併せて、②から④の各

層において有効な代替案または拡張等を、NCR2018 と RDAそれぞれについて提示した。 

 

１．はじめに 

 NCR2018については、JLA目録委員会のウ

ェブページ「エレメント・語彙等データ提供」
1)において、採用した実体、エレメント、語彙

リストの用語、関連指示子について、Excelと

csv形式という機械可読データとして定義情報

が提供されている。これはリンクトデータ化に

向けた最初のステップと位置づけられる。今後、

必要なRDFクラスとプロパティによる定義を

策定し公開していくこと、およびそれらに基づ

き適切なメタデータスキーマを構成し、メタデ

ータの作成と提供を図ることが求められる。 

 一方、RDA は以前からメタデータレジスト

リ RDA Registry2)において、その語彙の RDF

定義情報を公開してきている。2019 年には、

依拠する概念モデルを IFLA LRMに変更する

など、各種の変更を組み入れた 3Rプロジェク

トを完了し、RDA Toolkitにおいてベータ版と

して変更後の RDAを公開するとともに、対応

する語彙の RDF 定義を上記の RDA Registry

においていち早く公開している。2020 年末に

はベータ版が正式版に移行する予定である。た

だし、変更後の RDA エレメント、そしてその

語彙定義は複雑な様相を呈しており、容易には

理解しにくい、使いこなせないものに見える。 

 本研究は、NCR2018の語彙に対して、どの

ような枠組みに沿ってRDF定義を策定すべき

か、複数の可能な RDF 定義をどのように位置

づけるべきかなど、理解と評価に向けた枠組み

を提案し検討する。また、公開済み RDA語彙

に対して、同様の観点から、提案した枠組みに

沿って評価と代替案の提示を試みる。 

 提案する枠組みとは、レイア 1：概念モデル

（実体関連モデル）とそれを NCR2018／RDA

に適用した段階において導かれる RDF 定義、

レイア 2：属性および関連のエレメントごとの

「記録の方法」として指示された方法に依拠し

た RDF 定義、レイア 3：関連のエレメントを

再構成した RDF 定義、そしてレイア 4：上記

以外の構造表現力を導入した RDF定義、とい

う 4層から構成する。 

 

２．NCR2018語彙の RDF定義 

２．１ レイア 1：概念モデルに対応する語彙

定義 

 NCR2018は、実体関連モデルによる FRBR

を概念モデルとしており、実体、関連、属性か

ら構成される。なお、FRBRでは、関連に属性

は設定していない。 

 NCR2018 を表す概念モデルは、11 の実体

（第 1グループ：著作、表現形、体現形、個別

資料、第 2グループ：個人、家族、団体、第 3

グループ：概念、物、出来事、場所）からなる。

実体にはそれぞれ属性が設けられており、それ

らはNCRにおいて「エレメント」として規定

されている。実体間の関連も同様にエレメント

とされ、加えて関連の詳細な種類を示す「関連

指示子」もエレメントに準じて位置づけられる。 

 さらに、概念モデルでは表現されない値リス

トの語彙を加えて、これらの定義情報を Excel

と csvファイルで公開している。これらは、概

念モデルとそれに対応する語彙の理解を目的

とすると位置づけられる。 

 公開されている項目群は下記の通りである。 

ID、種別、条項番号、名称、名称（英語）、

定義域、値域、対応エレメント、上位、逆方

向、定義、更新日、備考 

「種別」は、「実体、エレメント、サブエレメ

ント、エレメント・サブタイプ等」の区分を示

す。「定義域」は属性のエレメントの場合、当

該エレメントが属する実体、関連のエレメント

および関連指示子の場合、関連元となる実体を

表し、他方、「値域」は関連のエレメントおよ

び関連指示子の場合、関連先となる実体を表す。

また、「対応エレメント」とは、語彙のリスト

の用語に対して、当該用語が用いられるエレメ

ント、関連指示子に対して、当該指示子が用い

られる関連のエレメントを指す。 



 次に、これら語彙定義を RDFモデルに変換

し、RDF クラスおよびプロパティによって表

現する。概念モデルの実体は、URIを割り当て

て RDFクラスとする。たとえば、クラス「著

作」は http://jla.or.jp/data/ncr2018/C100001 

とする。加えて、モデル構成上、便宜的に新規

クラス「NCR2018 実体（NCR2018 entity）」

（NCR2018 で定義されているすべての実体

の上位クラス）、「書誌的実体（Bibliographic 

entity）」（著作から個別資料までの 4 実体

WEMI の上位クラス）、「行為主体（Agent）」

（個人、家族、団体の上位クラス）を導入する。 

 実体の属性は、すべて RDFプロパティとな

り、当該実体がプロパティの定義域となる。ま

た、エレメントとエレメント・サブタイプ（例：

タイトルと本タイトル、並列タイトル等）は、

上位－下位のプロパティとなるが、エレメント

とサブエレメントの場合（例：出版表示と出版

地、出版者等）にはこうした関係にはない。な

お、いずれの場合も、概念モデルに依拠して値

域の指定はない。 

 一例として、エレメント・サブタイプである

「本タイトル」について RDF 定義例を示す。 
@prefix rdf:  <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf- 

syntax-ns#> . 

@prefix rdfs:  <http://www.w3.org/2000/01/rdf- 

schema#> . 

@prefix ncr:  <http://jla.or.jp/data/ncr2018/> . 

@prefix vcbncr: <http://jla.or.jp/vocab/ncr2018#> . 

ncr:E200002 

  vcbncr:id    "200002" ; 

  rdf:type     rdf:Property ; 

  vcbncr:type    "22" ; 

  vcbncr:typeLabel  "エレメント・サブタイプ" ; 

  vcbncr:instructionNumber   "#2.1.1" ; 

  rdfs:label    "本タイトル" ; 

  rdfs:label    "title proper"@en ; 

  <http://www.w3.org/2002/07/owl#equivalent 

Property>     

    <http://rdaregistry.info/Elements/m/P30156> ; 

  rdfs:domain   ncr:C100003 ; 

  rdfs:subPropertyOf  ncr:E200001 ; 

  <http://www.w3.org/2004/02/skos/core# 

definition>   

  "体現形を識別するための固有の名称。" ; 

  <http://purl.org/dc/terms/modified>  

      "2019-03-22" . 

なお、上記の定義域は「体現形」、上位プロパ

ティは「タイトル」を表す。 

 実体間の関連（と関連指示子）も、すべて

RDF プロパティとなるが、関連元と関連先の

実体がそれぞれ定義域と値域に指定される。た

とえば、プロパティ「表現形から著作への関連」

では、定義域が表現形、値域が著作となる。 

 また、語彙リストの用語（機器種別「オーデ

ィオ」など）は、RDF クラス（ただし、

skos:Concept）として定義される。併せて、統

制形アクセス・ポイント等も、プロパティとし

てエレメントと同様に定義できる。 

 これらの RDF定義は、あくまでも概念モデ

ルに対応したRDFモデルとその語彙定義を理

解することを主目的にすると位置づけられる。 

 

２．２ レイア 2：記録の方法に対応させた語

彙定義 

 NCR2018 は、個々のエレメントに対して、

「記録の方法」を定めており、これは記録する

値の形式を指定していることになる。実体の属

性に対応するエレメントは、その値の形式等に

ついて元々限定がないため、RDF 定義への変

換においてプロパティは値域の指定をもたな

い定義とされる。それゆえ、いかなる記録の方

法が指定されても齟齬は生じない。 

 一方、実体間関連に対応するエレメントにつ

いては、その記録の方法として、識別子、典拠

形アクセス・ポイント（典拠形AP）、複合記述、

構造記述、非構造記述のいずれか（関連の種類

によって限定あり）を NCR は指定している。

これらを RDF定義の観点から見ると、識別子

は URI に組み替えることが通常可能であるが、

それ以外は典拠形 APを含めて、リテラルであ

る。この点から、概念モデルに対応する RDF

語彙定義において値域が指定されているプロ

パティは、それが整合しないことになる。たと

えば、プロパティ ncr:E200335「表現形から著

作への関連」の値域は著作と指定されているが、

その記録の方法では識別子、典拠形 AP、そし

て複合記述が認められており、そのため値とし

てリテラルを許容する必要がある。こうした

「記録の方法」に合致するよう RDF定義を変

更するには、以下の 2 つの方法が考えられる。 

方法 1：値域の指定をもつプロパティ（オブジ

ェクト・プロパティ）ではなく、値域の指定を

もたないプロパティに変更する。こうしたプロ

パティを、RDA 語彙定義では canonical プロ

パティと呼んでいる。そのため正式には、元の

オブジェクト・プロパティをそのまま残し（あ

るいは、値域をリテラルとするデータタイプ・

プロパティを加えた上で）、その上位プロパテ

ィとして新たに canonical プロパティを導入

する。そして、これを先ほどの関連のエレメン

トに対応づける。これは RDAにおいて採用さ

れている方法である。 

方法 2：値域の指定を、URIとリテラルの両者

を包含したものに変更する。そのためには、a)



元のプロパティにおいて、値域を下記のように

指定する（ncr:C100001は「著作」）。 

 ncr:E200335 

     schema:rangeIncludes 

                ncr:C100001, rdfs:Literal . 

schema:rangeIncludesは、schema.orgが便宜

的に複数クラスの和集合を値域とするために

導入したプロパティである。 

あるいは、b)関連先が著作であるエレメント

に 対 し て 、 新 た な ク ラ ス

WorkOrItsDescription（著作またはその記述）

を値域に指定し、この新クラスを下記のように

定義する。 

 ncr:WorkOrItsDescription 

   rdf:type  owl:Class ; 

   owl:unionOf  (ncr:C100001  rdfs:Literal) . 

 同様に、関連先が行為主体であるエレメント

に対して、クラス AgentOrItsAppellation（行

為主体またはその名称）を値域に指定し、この

クラスを上記と同様に定義する。 

 こうして変更を加えた RDF定義は、メタデ

ータ公開・提供用のスキーマを構成するものと

位置づけることが適切と考える。 

 

２．３ レイア 4：追加的な構造表現力を導入

した語彙定義 

 エレメントの下でのエレメント・サブタイプ

のグループ化やサブエレメントのグループ化

が、メタデータ作成用スキーマとして有効と考

える。特に単一の記述において複数回出現が認

められるエレメント（出版表示、シリーズ表示

など）には、個別の出現を相互に区別するため

に不可欠である。むろん、こうしたグループ化

は、メタデータ公開・提供用スキーマにおいて

も適用することが可能である。 

 このグループ化のためには、エレメントに対

応するプロパティの値域に新規クラス（例：

PublicationStatement（出版表示クラス））を

設け、サブエレメント等に対応するプロパティ

の定義域にこの新規クラスを指定する。ある事

例に当てはめたときには、下記のようになる。 
  ex:体現形インスタンス 1  ncr:E200032 [ 

         rdf:type  ncr:PublicationStatement ; 

         ncr:E200033  "出版地 1" ; 

         ncr:E200035  "出版者 1" ; 

         ncr:E200037  "出版日付 1" ] . 

 他方、値自体の構造化した表現が、日本語表

示形に対する読みの付与の場合も含めて必要

である。そのためには、RDA に倣い、クラス

Nomen とそれを定義域とするプロパティ

「nomen 文字列」「文字種」「言語」などの導

入が有効であろう。 

 ex:体現形インスタンス 1  ncr:E200002  [ 

    rdf:type  ncr:Nomen ; 

    ncr:nomen 文字列  "タイトル 1" ; 

    ncr:読み  "読み 1" ; 

    ncr:言語  "日本語" ] . 

 

３．RDA語彙の RDF 定義 

３．１ レイア 1：概念モデルに対応する語彙

定義 

 RDAは依拠する概念モデルを IFLA LRMに

切り替えており、その結果、実体Nomen、Place、

Timespan、Agent 等が導入され、これまでの

WEMI等とすべての組み合わせ（13実体×13

実体）が実体間関連として発生している。これ

らすべてが RDA エレメントになるとともに、

個々の関連が詳細に展開されている。また、個

別実体ごとの多数の属性、さらには関連指示子

とされてきたものもすべてRDAエレメントと

なり、そのまま RDFによるプロパティとして

定義され、結果的に膨大な数のプロパティの集

積となって提供されている。 

 たとえば、以前は体現形の属性であったエレ

メ ン ト "place of publication" や "place of 

manufacture"等とその値の記録は、a)体現形

から Place への関連、b)Place から Nomen へ

の関連、そして c)Nomenの属性である nomen 

string による組み合わせをもって記録される

ことになる。 

 RDF 定 義 で は 、 a) の プ ロ パ テ ィ

rdam:P30088 ("has place of publication")は概

念 モ デ ル に 依 拠 す れ ば 定 義 域 が

rdac:C10007(体現形)、値域が rdac:C10009 

(Place)となる。さらに、その上位プロパティに

は rdam:P30279 ("has place of 

manifestation")、さらに rdam:P30272 ("has 

related place of manifestation")などがある。

他方、下位には rdam:P30092 ("has parallel 

place of publication")が設定されている。 

 次に、Place から Nomen への関連に対応し

て、プロパティ rdap:P70012 ("has related 

nomen of place")、その下位プロパティ

rdap:P70019 ("has appellation of place")、さ

らに下位の rdap:P70001 ("has name of 

place")、rdap:P70018 ("has access point for 

place") 、 rdap:P70020 ("has identifier for 

place")などを定義している。これらは、概念モ

デルに従えば、いずれも定義域が rdac:C10009 

(Place)、そして値域が rdac:C10012 (Nomen)

となる。 



 このように、名称に相当する実体 Nomenを

導入したことにより、Nomen 以外の実体は、

その名称を表す属性をもつことなく、Nomen

への関連をもって表すことになる。 

 そして最後に、Nomen を定義域とするプロ

パティ rdan:P80068 ("has nomen string")を

もって、リテラルである名称などを記録するこ

とになる。このときに rdan:P80066 ("has 

language of nomen")など、Nomenの属性に該

当するプロパティを併せて適用できる。 

 

３．２ レイア 2：記録の方法に対応させた語

彙定義 

 RDAは個々のエレメントに対して、「記録の

方法」を定めており、非構造記述、構造記述、

識別子、そして IRI（URI）の 4つとしている。

よって、RDAでは、URI以外はリテラルの扱

いとなる。たとえば、エレメント place of 

publicationについては、非構造記述ではname 

of placeの値を、構造記述では access point for 

placeの値を、識別子では identifier for place

の値を、URIでは対象とするPlaceがもつURI

を、それぞれ記録すると規定している。つまり、

Placeの URI、または名称などリテラルを記録

するという指示である。これは、概念モデルに

依拠した RDF定義とは異なる指示となる。 

 こうしたエレメントの「記録の方法」に合致

するよう、公開済みの RDF定義では、個々の

エレメントに対応するプロパティとして最大

4 つ、a)値域を指定しない canonicalプロパテ

ィ（rdam:P30088 ("has place of publication")）、

b)値域に特定クラスを指定したオブジェクト・

プロパティ（rdam/object:P30088）、c)値域をリ

テラルとするデータタイプ・プロパティ

（rdam/datatype:P30088）、そしてd)定義域と

値域のいずれも指定しない非制約プロパティ

（rdau:P60163 ("has place of publication")）

を含めている。そして、b)と c)の上位が a)、さ

らにその上位が d)となる。 

 これらによって、記録の方法に対応できるこ

とになるが、元々膨大な数のプロパティに対し

て、さらにその数を倍増させる結果をもたらし

ている。 

 そこで、RDAに対しても、NCR2018につい

て示した「方法 2」の a)または b)を適用するこ

とを提案する。 

 

３．３ レイア 3：関連のエレメントを再構成

した語彙定義 

 公開済み RDA語彙は、膨大な数のプロパテ

ィを宣言しており、また関連のエレメントに対

応する多くのプロパティは多段階の階層関係

にある。これは語彙の理解そして使い勝手を悪

くしている。 

 こうした RDF定義に対して、以下のような

代替案を提案する。限定された数の汎用プロパ

ティと詳細なクラス階層を用いて、現行の語彙

と同じ意味を表現することを意図している。た

とえば、体現形から Placeへの関連については、

下記のような RDF表現とする。 

  rdac:C10007 rdam:P30272 [ 
       rdf:type  :PlaceOfPublication ; 

       rdf:value  :PlaceOrItsAppellation ] . 

ここで rdam:P30272 は"has related place of 

manifestation"であり、クラス :PlaceOrIts 

Appellationは、先の「記録の方法」への対応

の箇所で述べた「方法 2」によって仮に定義し

たクラス「Placeまたはその名称」であり、代

えてクラス Placeでも、あるいは値域を指定し

ない canonicalプロパティとしてもよい。併せ

て、:PlaceOfPublication については、下記の

ように必要な詳細化と階層化を図る。 

  :PlaceOfPublication   

    rdfs:subClassOf  :PlaceOfManifestation . 

  :PlaceOfDistribution   

    rdfs:subClassOf  :PlaceOfManifestation . 

  :PlaceOfManifestation  

    rdfs:subClassOf  rdac:C10009 . 

具体的な事例を記述すると、下記のようになる。 
  :ex:Manifestation1  rdam:P30272  

        [ rdf:type  :PlaceOfPublication ; 

         rdf:value  ex:Place1 ] , 

        [ rdf:type  :PlaceOfDistribution ;   

         rdf:value  "place2" ] . 

 これらの結果、プロパティの数が限定され、

かつ比較的大きな粒度での設定となり、他方そ

の意味の詳細についてはクラスの階層で表現

する。こうした変更は、メタデータ公開・提供

用スキーマを構成する上での代替案と考える。

なお、これは概念モデルにおいて実体間関連に

属性を認めたときの対応するRDF表現に相当

する。 

 また、レイア 4：追加的な構造表現力を導入

した RDA 語彙定義を、NCR2018 の場合と同

様に想定することができる。 
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